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§１．研究成果の概要 
 

現在、数値計算では倍精度浮動小数点（FP64）を主に用いているが、これからのハードウェア

では FP64 の性能が停滞し、低精度（FP32 や FP16 など）の性能が相対的に高くなることが予想

される。また、演算の信頼性の低下と引き換えに、性能向上を図ることも考えられる。このような状況

に備えて、主要な行列計算アルゴリズムに関して、低精度や低信頼性の演算を活用した新しいア

ルゴリズムを開発することを目標として、本研究を実施している。 
本年度は、初年度として、密行列の QR 分解や疎行列向けの線形ソルバに関して、反復改良

法をベースとした混合精度型のアルゴリズムの在り方を検討した。具体的には、応用数学分野の既

存研究の中から、関連する技術等に関する文献を調査し、アルゴリズムを構築する指針を得ること

ができた。 
また、疎行列ソルバに関して、既存の GMRES(ｍ)法に対して、FP32 を導入した混合精度型ア

ルゴリズムを構築し、収束性を中心とした数値的挙動を実験的に調査した。データベースから取得

した様々なテスト行列に対して、アルゴリズムの挙動を検証した結果、基本的に、従来法と同等の

解を得ることができることが確認された。また、現在のマルチコア CPU 上で計算時間を測定した結

果、混合精度型アルゴリズムの優位性を確認することができた。 
加えて、より積極的な低精度演算の導入を目指して、GMRES(m)法の内部で用いる行列デー

タの低精度化を試みた。FP16 を超えて、行列データの仮数部のビット数を低下させる実験を実施

した結果、多くのテストケースにおいて従来と同程度の解を得ることが可能であることが確認でき

た。この結果から、積極的な低精度化が十分現実的であることが分かった。 
 

 

 

 

 


